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予約制ですので、希望の方はネットまたは電
話でのご予約をお願いします。
※予約取消・変更の場合はお電話ください。
※ご予約は窓口開設日の前日まで
　です。

南風原町役場  1階
住民環境課（①番窓口）☎098  889  4414予約・受付窓口
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宮城 由椛・高江洲 柚朱ちゃん
平成31年１月生 令和４年12月生

タカ エ ス 　ユ  ズミヤ ギ　ユウカ

そらち 
❤

生まれてきてくれ
てありがとう 

❤

喧嘩もするけど仲良しな2人 
❤

2人のパワーは最強
✊

すくすく大きくなぁれ～

當間  蒼くん
令和５年10月生

トウ マ 　ソラ

初ムーチー！
健康祈願！！
いつもニコニコ
可愛いモアちん
(*＾＾*)

❤

すくすく大きく
なーれ♪

大城 萌彩ちゃん
令和５年9月生

オオシロ  モ  ア

南風原町地域ブランド認定商品「はえばる良品」は、南風原町の魅力を
多くの方に知ってもらい、南風原町の産業振興と知名度やイメージの向上を
図ることを目的として、食品部門及びモノ作り部門の認定を行っています。

表紙のストレリチア、本町は拠点産地と
いうことですが、日頃咲いている姿をな
かなか見ないな・・と思い農家さんに聞く
と、明け方に花が咲くため、農家の皆さん
は朝のうちに花を収穫しているとのこと
でした。
凛とした咲き姿も、その花言葉も魅力的
なお花です✨
切り花も長く楽しむことができ、ストレ
リチアの葉の観葉植物も美しく、いつか
育ててみたいなと思いました＾＾
ちなみに、はえるんの頭に咲いている花
もストレリチアです♪

（2月末現在）

40,821人
20,013人

（+44）

（＋22）

20,808人（＋22）
16,838戸 （+39）

2 月の人の動き
31人
23人
158人
122人

編集後記

写真の花：ストレリチア
花言葉：輝かしい未来、情熱、寛容
写真の花：ストレリチア
花言葉：輝かしい未来、情熱、寛容

◀はえばる良品の
　ホームページは
　こちら



　
元
日
に
発
生
し
た
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ

り
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

に
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
被
災
地

の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
引
き
続
き
で

き
る
限
り
の
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
予

測
で
き
な
い
災
害
か
ら
町

民
皆
様
の
生
命
・
財
産
を

守
る
た
め
、
防
災
力
を
強

化
し
、
災
害
対
策
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
む
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
今
の
社
会
情

勢
を
み
ま
す
と
、
原
油
価

格
や
電
気
・
ガ
ス
料
金
を

含
む
物
価
高
騰
等
の
影
響

が
依
然
と
し
て
続
い
て
お

り
、
町
民
生
活
及
び
地
域

経
済
の
完
全
回
復
に
は

至
っ
て
い
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
引
き
続
き

町
民
生
活
及
び
地
域
経
済
の
回

復
と
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
私
は
町
長
就
任
以
降
、
未
来

へ
つ
な
ぐ
「
愛
・
夢
・
安
ら
ぎ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
南
風
原
町

総
合
計
画
の
将
来
像
で
あ
る
「
と

も
に
つ
く
る
黄
金
南
風
の
平
和

郷
」
の
実
現
と
、
町
民
皆
様
と

約
束
し
た
７
つ
の
政
策
を
達
成

す
る
た
め
、
議
員
並
び
に
町
民

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ

の
推
進
に
よ
る
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
、
将
来
の
た
め
の
土

地
利
用
の
見
直
し
、
こ
れ
ま
で

進
め
て
き
た
平
和
・
教
育
・
文
化
・

福
祉
・
子
育
て
支
援
等
に
つ
い

て
も
、
町
民
皆
様
の
声
を
聞
き

な
が
ら
着
実
に
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
全
国
的
に
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し
、
今

後
を
見
据
え
た
施
策
が
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い

て
も
様
々
な
施
策
を
検
討
し
、

今
後
も
南
風
原
町
に
「
住
み
た

い
」「
住
ん
で
良
か
っ
た
」「
ず
っ

と
住
み
続
け
た
い
」、
そ
う
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

人
口
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で

「
愛
・
夢
・
安
ら
ぎ
」
に
満
ち
た

賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
を
目
指
し

ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
令
和
６
年
度
に

実
施
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
そ

の
骨
子
を
申
し
述
べ
ま
す
。

　
総
合
計
画
の
将
来
像
で
あ
る

「
と
も
に
つ
く
る
黄
金
南
風
の
平

和
郷
」
の
実
現
に
向
け
諸
施
策

を
展
開
し
ま
す
。

　
そ
の
基
本
理
念
の
「
平
和
」、

「
自
立
」、「
共
生
」
に
つ
い
て
は
、

町
民
平
和
の
日
を
中
心
に
、「
平

和
」
の
尊
さ
を
願
う
町
民
の
心

を
、
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
へ

向
け
て
発
信
す
る
平
和
な
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
新
た
な
時
代
の
中
で
、「
自

立
」
し
た
多
様
な
人
々
が
育
ち

集
う
、
地
域
力
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
、
そ
し
て
自
然
と
の
調
和
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
た
「
共
生
」
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

　
開
か
れ
た
町
政
運
営
を
目
指

し
、
町
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
、
迅
速

で
的
確
な
行
政
情
報
の
発
信
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
メ
ー

ル
や
町
政
提
案
箱
、
行
政
懇
談

会
の
他
、
各
種
委
員
会
へ
の
女

性
委
員
、
公
募
委
員
の
登
用
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の

活
用
等
に
よ
り
、
町
民
か
ら
意

見
を
い
た
だ
く
機
会
を
確
保
し
、

町
民
の
町
政
へ
の
参
画
を
促
す

と
と
も
に
、
町
民
の
声
が
町
政

に
反
映
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

　
家
庭
教
育
、
ふ
る
さ
と
教
育
、

学
校
教
育
を
通
じ
て
、
自
ら
考

え
、
決
め
、
行
動
で
き
る
人
づ

く
り
、
そ
し
て
人
を
つ
な
げ
る

こ
と
で
よ
り
大
き
な
力
が
発
揮

で
き
る
よ
う
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
を
育
む
環
境
づ
く
り
を
、

家
庭
と
学
校
、
地
域
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
学
校
教
育
で
は
、
新
た
に
学

校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
地

域
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
「
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
へ
の

転
換
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
児

童
・
生
徒
の
基
礎
学
力
の
定
着

と
併
せ
て
、
全
て
の
教
科
の
基

礎
と
な
る
「
読
解
力
」
の
強
化

に
取
り
組
み
「
確
か
な
学
力
」

向
上
を
図
り
ま
す
。
町
内
小
中

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用
し
、

わ
か
り
や
す
い
授
業
づ
く
り
や

子
ど
も
た
ち
の
「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に

取
り
組
み
ま
す
。
更
に
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
学
び
の
充

実
に
向
け
て
、
医
療
的
ケ
ア
が

必
要
な
児
童
生
徒
が
安
心
し
て

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
「
医

療
的
ケ
ア
看
護
職
員
」
の
配
置

を
行
い
ま
す
。
　

　
幼
稚
園
教
育
、
保
育
の
充
実

に
つ
い
て
は
、
保
育
の
必
要
性

と
幼
児
教
育
の
重
要
性
を
認
識

し
た
う
え
で
「
南
風
原
町
立
幼

稚
園
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
の
方
針
に
基
づ
き
、
教
育
・

保
育
を
一
体
的
に
提
供
で
き
る

「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
検
討
や
、

３
歳
児
の
受
入
れ
に
つ
い
て
具

体
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
の
健
康
保
持
、
増
進
を

図
り
、
栄
養
士
に
よ
る
食
に
関

す
る
授
業
や
食
育
講
話
を
行
い
、

食
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を
養

い
ま
す
。
ま
た
、
物
価
高
騰
に

お
け
る
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽

減
策
と
し
て
、
幼
稚
園
・
小
中

学
校
の
給
食
費
を
３
か
月
減
免

し
ま
す
。

　
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
小
中
学
校

体
育
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切

り
替
え
を
行
い
、
環
境
改
善
と

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
コ
ス

ト
削
減
に
取
り
組
み
、
教
育
環

境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め
、

中
央
公
民
館
や
文
化
セ
ン
タ
ー

を
文
化
活
動
や
学
習
活
動
の
拠

点
と
し
て
、
多
く
の
町
民
の
学

び
・
体
験
・
交
流
が
で
き
る
機

会
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

魅
力
あ
る
図
書
館
を
目
指
し
、

電
子
図
書
や
地
域
資
料
等
の
整

備
充
実
、
地
域
と
学
校
が
連
携
・

協
働
で
き
る
よ
う
地
域
学
校
協

働
本
部
（
学
校
応
援
隊
は
え
ば

る
等
）
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

　
平
和
学
習
・
交
流
・
観
光
関

連
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

沖
縄
陸
軍
病
院
南
風
原
壕
群
の

活
用
、「
子
ど
も
平
和
学
習
交
流

事
業
」
に
よ
る
小
学
生
の
派
遣
、

「
青
少
年
の
国
際
交
流
」
に
よ
る

中
学
生
の
カ
ナ
ダ
へ
の
派
遣
を

実
施
し
ま
す
。
カ
ナ
ダ
レ
ス
ブ

リ
ッ
ジ
市
と
は
、
令
和
５
年
に

友
好
都
市
締
結
20
周
年
を
迎
え

た
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業
を
実

施
し
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
受
入

れ
等
へ
の
謝
意
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
今
後
の
更
な
る
相
互
交

流
に
繋
げ
ま
す
。

　
ま
た
、「
海
外
子
弟
移
住
者
研

修
生
受
入
事
業
」
を
実
施
し
、

文
化
交
流
を
図
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、

黄
金
森
公
園
施
設
を
活
用
し
た

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
等
を
誘
致

し
ま
す
。
ま
た
、
町
民
へ
広
く

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
機
会
を
設
け
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
及
び
競
技
力
向

上
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

取
り
巻
く
動
向
に
注
視
し
、
引

き
続
き
予
防
対
策
を
推
進
し
ま

す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
令
和
６

年
度
以
降
は
定
期
予
防
接
種
と

し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
10
年

度
ま
で
の
、
第
３
次
南
風
原
町

地
域
福
祉
推
進
計
画
に
よ
る
、

「
ち
む
ぐ
く
る
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

福
祉
の
ま
ち
南
風
原
」
を
目
指

し
ま
す
。

　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

に
対
す
る
ウ
ィ
ッ
グ
等
購
入
助

成
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

骨
髄
提
供
者
へ
の
環
境
を
整
備

し
、
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録

を
推
進
す
る
た
め
、
骨
髄
バ
ン

ク
ド
ナ
ー
助
成
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
は
、
物
価
高
騰
に
お
け
る

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
策
と

し
て
、
保
育
所
等
に
通
う
３
歳

か
ら
５
歳
児
の
給
食
費
を
３
か

月
減
免
し
ま
す
。
ま
た
、
本
町

独
自
で
実
施
し
て
い
る
、
高
校

卒
業
年
齢
ま
で
の
こ
ど
も
医
療

費
助
成
の
現
物
給
付
の
継
続
、

妊
娠
時
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま

で
一
貫
し
た
伴
走
型
相
談
支
援

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
妊

娠
出
産
時
の
経
済
的
支
援
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
町
内
保
育
所
等
に
就
職
し
た

保
育
士
へ
10
万
円
を
給
付
す
る

就
職
一
時
金
等
を
継
続
し
、
保

育
士
確
保
に
努
め
ま
す
。
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
お
け

る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
津

嘉
山
小
学
校
区
の
受
入
れ
定
員

を
増
や
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た

に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け

る
児
童
の
入
退
所
管
理
等
の
事

務
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
等
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
家
庭
が
社
会

的
に
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
居
場
所
の
設
置
や
若
年
妊

産
婦
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

  

障
が
い
者
（
児
）・
高
齢
者
支

援
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
者
支

援
に
お
け
る
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
重
度
障
が
い
者
等
の

就
労
機
会
の
拡
大
や
、
社
会
参

加
の
促
進
を
目
的
と
し
た
、
重

度
障
害
者
等
就
労
支
援
特
別
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
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南風原町長　赤嶺  正之

令和６年第１回南風原町議会定例会の開会にあたり、予算案
をはじめとする各議案の説明に先立ちまして、私の町政運営
に対する所信を申し述べ、町民皆様並びに議員各位のご理解
とご協力を賜りたいと存じます。

は
じ
め
に

と
も
に
つ
く
る
黄
金
南
風

の
平
和
郷
に
つ
い
て

と
も
に
つ
く
る
黄
金
南
風

の
平
和
郷
に
つ
い
て

み
ん
な
で
考
え
、
み
ん
な

で
創
る
わ
く
わ
く
す
る

ま
ち
に
つ
い
て

み
ん
な
で
考
え
、
み
ん
な

で
創
る
わ
く
わ
く
す
る

ま
ち
に
つ
い
て

ち
む
ぐ
く
る
で
と
も
に

つ
く
る
福
祉
と
健
康
の

ま
ち
に
つ
い
て

ち
む
ぐ
く
る
で
と
も
に

つ
く
る
福
祉
と
健
康
の

ま
ち
に
つ
い
て

き
ら
き
ら
と
輝
く
人
が

育
つ
ま
ち
に
つ
い
て

き
ら
き
ら
と
輝
く
人
が

育
つ
ま
ち
に
つ
い
て

こ
が
ね
は
え

さ
　
と



　
ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
と
権
利
擁
護
を
含
む
相
談
支

援
体
制
の
強
化
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
発
展
を

図
り
、
障
が
い
の
有
無
や
年
齢

に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
地
域
の

一
員
と
し
て
、
互
い
に
支
え
合

う
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

  

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上

に
努
め
、
生
活
習
慣
病
予
防
に

重
点
を
置
い
た
保
健
活
動
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
学
童

期
に
お
け
る
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
を
継
続
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営

に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
の

都
道
府
県
単
位
化
以
降
も
国
保

特
別
会
計
の
赤
字
が
続
い
て
お

り
、
令
和
６
年
度
も
厳
し
い
国

保
財
政
の
状
況
が
続
く
と
想
定

さ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
給
付
と

負
担
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
な
が
ら
、
沖
縄
県
国

民
健
康
保
険
運
営
方
針
に
示
さ

れ
た
市
町
村
の
役
割
を
し
っ
か

り
と
担
い
、
県
と
連
携
し
安
定

的
な
運
営
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

　
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
農

地
の
有
効
活
用
を
推
進
し
、
農

地
の
保
全
や
土
壌
改
良
・
地
力

増
強
を
促
進
す
る
た
め
の
土
づ

く
り
奨
励
補
助
を
継
続
し
ま
す
。

か
ぼ
ち
ゃ
の
増
産
支
援
の
た
め

の
ミ
ツ
バ
チ
巣
箱
設
置
、
農
業

経
営
の
安
定
を
図
る
農
作
物
被

害
防
止
事
業
補
助
金
な
ど
を
実

施
し
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
に

努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
町
農
業
委
員
会
の
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、
農

業
関
係
団
体
と
連
携
し
た
耕
作

放
棄
地
や
遊
休
農
地
の
解
消
、

農
地
の
確
保
・
集
積
を
行
う
と

と
も
に
、
新
規
畑
人
支
援
事
業

補
助
金
の
給
付
等
に
よ
り
、
新

規
就
農
者
等
の
農
業
の
担
い
手

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
病
害

虫
対
策
、
種
苗
配
布
や
収
穫
機

械
利
用
経
費
に
対
す
る
補
助
等

に
よ
る
生
産
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
畜
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
経

営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
引

き
続
き
畜
産
公
害
・
環
境
保
全

対
策
事
業
に
よ
る
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
子
牛
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
推
進
す
る
和
牛
改
良
支
援

事
業
、
家
畜
伝
染
病
予
防
事
業

を
活
用
し
た
支
援
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
商
工
振
興
に
つ
い
て
は
、
商

品
展
開
力
強
化
支
援
事
業
に
よ

り
特
産
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
、
販
路
開
拓
を
町
商
工
会
と

連
携
し
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

町
内
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
の

強
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
、

本
町
へ
の
新
た
な
企
業
立
地
の

促
進
・
支
援
を
強
化
、
雇
用
拡

大
を
推
進
し
ま
す
。

　
雇
用
促
進
に
つ
い
て
は
、
女

性
の
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
教
育
と
就
労
ま
で
一

貫
し
た
支
援
を
行
う
、
地
域
女

性
活
躍
推
進
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　
伝
統
工
芸
産
業
振
興
に
つ
い

て
は
、
振
興
計
画
に
基
づ
く
「
後

継
者
育
成
事
業
」
等
を
実
施
し
、

琉
球
絣
・
南
風
原
花
織
の
新
規

従
事
者
の
養
成
と
若
者
の
感
性

を
活
か
し
た
後
継
者
を
育
成
し

ま
す
。
ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
等
、
琉
球
絣
事

業
協
同
組
合
と
連
携
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
町

観
光
協
会
と
連
携
し
て
観
光
施

策
の
推
進
・
振
興
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
観
光
大
使
の
情
報
発
信

力
を
活
用
、
は
え
る
ん
の
県
外

イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
等
で
本
町

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

　
都
市
化
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の

多
様
化
が
進
む
な
か
、
地
域
に

お
け
る
安
全
・
安
心
な
環
境
基

盤
づ
く
り
を
地
域
と
協
働
し
取

り
組
み
ま
す
。

　
防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

町
で
実
施
す
る
総
合
防
災
訓
練

の
他
、
各
字
・
自
治
会
の
自
主

防
災
組
織
の
結
成
及
び
活
動
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
・

学
校
等
に
お
け
る
避
難
訓
練
等

を
推
進
し
、
町
民
皆
様
の
防
災

意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
防
災
行
政
無
線
の
再
整
備

に
よ
る
機
能
強
化
を
図
り
、
町

民
に
対
し
適
切
か
つ
迅
速
な
情

報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　
道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
町
道
10
号
線
の
整
備
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
町
道
16
号

線
の
交
差
点
改
良
及
び
町
道
１

４
３
号
線
の
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。

　
街
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
津
嘉
山
中
央
線
（
２
工

区
）
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
　

　
公
園
事
業
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
津
嘉
山
公
園
の
整
備
を

進
め
、
黄
金
森
公
園
に
お
い
て

は
、
町
民
体
育
館
の
建
設
に
向

け
用
地
取
得
と
Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
業
務
委
託
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
公
園
施
設
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
実
施
設
計

お
よ
び
改
築
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
河
川
関
係
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
安
里
又
川
の
浚
渫
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

　
津
嘉
山
北
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
は
、
那
覇
市
仲
井

真
側
の
本
部
公
園
線
の
造
成
工

事
及
び
物
件
補
償
を
中
心
に
事

業
を
進
め
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
の
汚
水
整
備
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
津
嘉
山

北
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
、

Ｊ
Ａ
津
嘉
山
支
店
付
近
の
集
落

地
内
と
照
屋
地
内
の
津
嘉
山
第

２
汚
水
幹
線
工
事
を
重
点
地
区

と
し
て
整
備
し
、
地
方
創
生
汚

水
処
理
施
設
整
備
事
業
で
本
部
・

喜
屋
武
・
照
屋
３
地
内
の
整
備

も
進
め
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道

接
続
の
普
及
活
動
を
強
化
し
ま

す
。
雨
水
整
備
で
は
、
引
き
続

き
照
屋
地
内
、
大
名
地
内
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い

て
は
、
神
里
地
区
汚
水
処
理
施

設
の
老
朽
化
に
伴
う
再
整
備
事

業
の
採
択
に
向
け
業
務
を
進
め
、

各
世
帯
の
接
続
の
普
及
活
動
に

つ
い
て
も
促
進
し
ま
す
。

　
土
地
利
用
関
係
で
は
、
引
き

続
き
、
南
風
原
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
の
照
屋
地
区
の
区
画

整
理
組
合
設
立
に
向
け
て
、
地

権
者
の
支
援
と
、
津
嘉
山
地
区

の
事
業
化
検
討
を
行
い
ま
す
。

交
通
計
画
に
つ
い
て
は
、
総
合

交
通
戦
略
の
展
開
方
針
に
基
づ

き
、
生
活
道
路
、
通
学
路
に
お

け
る
安
全
対
策
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
ま
た
、
地
域
公
共
交
通
の
利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
高
齢

者
や
子
ど
も
な
ど
移
動
困
難
者

の
支
援
と
し
て
、
乗
合
に
よ
る

効
率
性
と
予
約
に
よ
る
利
便
性

を
備
え
た
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交

通
の
実
証
運
行
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
住
み
良
い
住
環
境
と
循
環
型

社
会
の
実
現
に
向
け
、
町
民
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
・
事
業
所
等
と

連
携
し
、
ご
み
の
減
量
化
と
資

源
化
・
再
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
に
策
定
し
た｢

第
３

次
南
風
原
町
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画｣

に
基
づ
き
、
様
々
な

施
策
を
継
続
し
て
実
施
し
な
が

ら
、｢

南
風
原
町
災
害
廃
棄
物
処

理
計
画｣

の
策
定
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ご
み
の
不
法
投
棄
等
に
つ
い

て
は
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
し
、
立
て
看
板
等
の
設
置
や

関
係
機
関
と
連
携
し
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

へ
の
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
や
「
は
え
ば

る
エ
コ
セ
ン
タ
ー
」
を
活
用
し

た
各
種
環
境
講
座
、
学
校
と
の

連
携
に
よ
る
環
境
学
習
支
援
事

業
を
実
施
し
、
環
境
意
識
の
高

揚
を
図
り
ま
す
。

　
町
民
の
生
活
に
密
接
し
た
悪

臭
、
騒
音
、
水
質
汚
濁
、
振
動

等
の
公
害
問
題
に
つ
い
て
は
、

各
関
係
機
関
と
連
携
し
生
活
環

境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
策
定
し
た
「
第

五
次
南
風
原
町
行
政
改
革
大
綱
」

の
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
」「
組
織
力
の
強
化
と
人

材
育
成
」「
健
全
で
持
続
可
能
な

行
財
政
経
営
の
推
進
」
の
３
つ

の
基
本
方
針
を
柱
に
「
行
政
改

革
大
綱
実
施
計
画
」
に
定
め
た

具
体
的
な
取
組
事
項
を
推
進
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上

に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
南
風
原
町
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
を
策
定
し
、
行
政
手
続
き

の
更
な
る
利
便
性
の
向
上
や
業

務
の
効
率
化
を
図
る
な
ど
、
自

治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
ま
す
。
　

　
引
き
続
き
社
会
情
勢
等
の
状

況
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
な

が
ら
、
健
全
で
持
続
可
能
な
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
当
初
予
算
は
、

こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
た
施
策
に

重
点
を
置
く
と
と
も
に
、
第
五

次
南
風
原
町
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
に
掲
げ
た
ま
ち
づ
く
り

目
標
を
推
進
す
る
た
め
、
教
育
・

文
化
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
、

都
市
基
盤
の
整
備
、
産
業
振
興
、

防
災
な
ど
、
幅
広
い
予
算
編
成

を
行
い
、
一
般
会
計
予
算
総
額

は
１
７,
５
０
５,
０
０
０
千
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
、
令
和
６
年
度
の
町
政

運
営
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
主

要
施
策
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て

述
べ
ま
し
た
。

　
予
算
以
外
の
審
議
案
件
と
し

て
議
案
13
件
、
ま
た
、
追
加
議

案
と
し
て
数
件
提
出
す
る
予
定

で
す
。
議
員
各
位
の
慎
重
な
る

ご
審
議
の
上
、
議
決
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
６
年
３
月
４
日

南
風
原
町
長
　
赤 

嶺
　
正 

之

は
る
さ
ー

３月４日に行われた南風原町議会の冒頭で、町長が施政
方針を表明しました。施政方針は町ホームページでも確
認できます。

https://www.town.haebaru.lg.jp/
docs/2024022800026/

施政方針表明の様子（赤嶺正之町長）
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全
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政
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全
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し
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住
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予
算
編
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に
つ
い
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お
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り
に
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　物価高騰等が家計を直撃している現状を踏まえ、
子育て世帯の経済的負担軽減を図るため、学校給食
費の免除を行います。

学校給食費３か月分を免除します。
【問】 給食センター　☎889-3691

　学生の方は、申請により国民年金の納付期間を
延長（納付猶予）することができます。窓口申請の
ほか、「マイナポータル」からマイナンバーカード
を利用して電子申請も可能です。詳しくは日本年
金機構のホームページをご覧ください。

　南風原町の国民健康保険証は2025（令和7）年3月31日まで使用することができます。2024（令和6）年12
月2日以降、新規の国民健康保険証は発行できないため、マイナンバーカードで保険証利用登録をしている
方は国民健康保険証として使用できます。ただし、2024（令和6）年12月2日以降、マイナンバーカードを紛
失･更新中の方やお手元にカードがない方などは、ご加入の医療保険の保険者に申請いただくことで、ご本人
の被保険者資格の情報などを記載した「資格確認書」が無償交付されます。「資格確認書」を医療機関等の窓口
で提示することで、通常の健康保険証と同様に引き続き、一定の窓口負担で医療を受けることができます。

学生の国民年金納付特例について
【問】 国保年金課　☎889-1798

【問】こども課　☎889-7028
こども課からのお知らせ
【問】こども課　☎889-7028

▶対　　象

　物価高騰等が家計を直撃している現状を踏ま
え、保育所等の給食費の保護者負担分を補助し、
子育て世帯の経済的負担軽減を図ります。

補助額　園児 1人あたり上限 月 4,700 円

南風原町の住民で南風原町内外の保育
所等に通う３歳～５歳児クラスの園児

●納付書で支払いをされている場合
　７月期以降の納付書より納付をお願いします。

●窓口申請

●口座振替で支払いをされている場合
　免除期間の口座振替を自動停止します。
　７月期分より引き落としが再開されます。

▶対 象 者 町立小学校・中学校・幼稚園の
児童生徒園児

▶期　　間 令和６年４月期～６月期 〈３か月分〉
▶受付開始日 令和6年４月1日（月）
▶必 要 書 類 学生証または在学証明(原本)、身分証
▶申請対象期間 令和6年４月から令和7年３月まで
▶受 付 場 所 南風原町 国保年金課（１階５番窓口）
▶受 付 時 間 8時30分～17時15分

※土日、祝日は
　受付できません

※町外の保育施設に通われている場合は、利用者自身で
の申請が必要となる場合があります。
　詳しくは町ホームページをご覧ください。

給付金のお知らせ 保育所等給食費支援（4月～6月分）
住民税均等割のみ課税世帯への給付金・
こども加算給付金について
　国の『デフレ完全脱却のための総合経済対
策』を踏まえ、下記の通り給付金を支給します。

○住民税均等割のみ課税世帯への給付金
（１世帯10万円）
○こども加算給付金（児童１人当たり５万円）
申請が必要な場合があります。
詳しくは町ホームページをご覧ください。

▶問い合わせ先 ☎889-4411

（4,700円を下回る場合は、実費分を支給）

【問】国保年金課　☎889-1798

手続きには身元確認資料（免許証またはマイナンバーカード）が必要です。別世帯の方が届け出る
場合は、世帯主からの委任状が必要です。

他の市町村から転入したとき
こんなとき 上記以外に必要なもの

前市町村の転出証明書、身分証

住所、世帯主、氏名等が変わったとき 国保の保険証、身分証
修学や施設入所のため、他市町村に住むとき 国保の保険証、在学・在園証明書、身分証

身分証保険証をなくしたとき、汚れて使えなくなったとき

職場の健康保険をやめたとき 健康保険資格喪失証明書、身分証
職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき 被扶養者でない理由の喪失証明書、身分証

身分証 ※出産育児一時金（差額分）の請求は別途必要書類があります。子どもが生まれたとき
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、身分証
外国籍の人が国保に加入するとき 在留カード
他の市町村へ転出したとき 国保の保険証、身分証

生活保護を受け始めたとき 国保の保険証、保護開始決定通知書、身分証
外国籍の人が国保をやめるとき 国保の保険証、在留カード

職場の健康保険に加入したとき
職場の健康保険の被扶養者になったとき

職場の健康保険の保険証又は健康保険資格取得証明書
国保の保険証、身分証

国保被保険者が死亡したとき 死亡を証明するもの、国保の保険証、身分証
葬祭者の口座が分かるもの(通帳等)、火葬費用の領収書

◆社会保険の保険証が届くまでに時間がかかる場合・・・
　保険証が到着されるまでに病院を利用したい場合、原則として、一旦全額自己負担となります。ただし、職場から「健康保険資格証明
書」を発行してもらえれば、保険証の代わりとしてお使いできますので、保険証提示の時と同様の治療費で済ませることができます。

※令和5年9月1日から社会保険への加入、転出により国保を抜ける場合の手続きがオンライン
　でも申請可能となりました。こちらのQRコードもしくは南風原町のHPから申請ができます。

国保年金課からのお知らせ
こんなときには、14日以内に届出を！

国民健康保険証の有効期限について

形成外科  美容外科  美容皮膚科

オリバー美容形成外科

3/18 新規開院
〒901-1117
南風原町津嘉山1105-1
津嘉山バイパス
津嘉山公園～329号線のすーじー
TEL：098-882-7898
FAX：098-882-7899

月
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ストレリチア競作会表彰式
　2月26日、南風原町役場にて南風原町花き拠点産地協議会
ストレリチア競作会表彰式が行われました。
本町は、平成17年に沖縄県からストレリチアの拠点産地と
して認定され、県全体の約9割のシェアを占めています。
　一時、出荷量は減少していましたが、生産農家及び関係者
の方々による取り組みにより、ほ場面積が増加傾向にあり、
今後の出荷量の増につながるものと期待されています。

フードバンク活動へのご協力に感謝！
　２月に、町女性会にてフードバンク活動へのご協力をお願
いしたところ、多くの皆さまにご協力頂きました。集まった
品は後日社会福祉協議会へ寄付させて頂きました。皆さまの
善意に感謝致します。

写真左から、赤嶺町長、金城さん、城間さん代理人、新垣さん代理人

南風原町女性会の皆様と社協
沖縄支社金融部の皆さん

植樹の様子 赤嶺町長と園児

お小遣いワークを書き込む生徒

写真左から儀間こども課長、與那嶺教育部長、新垣副町長、赤嶺町長、
長田様

【問】 産業振興課　☎：889-4430

ありがとうございましたありがとうございました
社会福祉協議会へ
◎八幡  良子 様（字兼城）……100,000円

◎(株)JPコーポレーション　長田様 ……500,000円

（故夫 八幡繁信 様の香典返し）

（ひとり親世帯への子育て支援として）南風原町へ

宝くじの助成金で
消防団員用防火服・資器材を整備
　地域社会の健全な発展と住民福祉の向上を目的として、一
般財団法人自治総合センターが全国宝くじの社会貢献広報
事業として実施している、コミュニティ助成事業（消防団育
成助成事業）を活用し、「東部消防組合消防団」の消防団員用
防火服と資器材を整備いたしました。
　今回の整備品を活用し、災害時の活動を円滑に実施できる
よう訓練等に取り組んでいきます。

コミュニティ助成事業で整備した資器材
防火服一式８着・ミドリレスキューショルダー５個

南風原町
花き拠点産地協議会
ストレリチア競作会表彰

１位  金城 親さん      29,915本
２位  城間 俊安さん   20,745本
３位  新垣 トモ子さん  9,830本

南風原中同窓会より両中学校へ寄附
　2月24日、南風原中学校同窓会チャリティーグラウンドゴ
ルフ大会が開催され、140名の皆さんが参加しました。
　同窓会（会長 赤嶺豊光氏）は、学校の環境整備と図書の充
実に活かして欲しいと、2月29日に南風原中学校、南星中学
校の両中学校に収益金の一部を寄贈しました。

写真左から、南風原中同窓会副会長 平田峯子様、宮城弘之校長、比嘉智也校長、
南風原中同窓会長赤嶺豊光様、赤嶺町長、南風原中同窓副会長宮城清政様

【問】 産業振興課　☎：889-4430

さくら植樹祭

お金の知識を楽しく学んで身に付けよう

　2月29日、環境の杜ふれあい公
園多目的広場にて、さくら植樹祭
が行われました。（主催：(公財)イ
オン環境財団、共催：那覇市南風原
町環境施設組合、イオン琉球株式
会社）
　今回、関係者や地域の保育園児
にてエゾヒカンザクラ50本を植
樹し、来年以降の開花に期待を寄
せました。

　南星中学校２学年で、日本郵便株式会社沖縄支社金融部の
皆さんが金融教育講演会を行いました。
講話では電子マネーなど変化し続けるお金の歴史や役割に加
え、中学生が巻き込まれたトラブル状況なども学びました。
　また、お小遣いの年間計
画を立てるワークショッ
プで真剣にお金の計算を
していた生徒は、「計算し
て使えるお金と貯めるお
金があるとわかった。ま
た、ゲームなどトラブル
に巻き込まれないように
注意したい」と話してい
ました。

写真左から、与那嶺歩さん、大城隼人さん

▲

試合前に町のPRをする赤嶺町長ガラポンはえるん抽選会

子ども食堂へあま～いプレゼント

愛知県（名古屋グランパス本拠地）
にて南風原町のPR！

　2月14日のバレンタインの日にあわせ、南風原町社会福祉
協議会の子ども食堂へカップケーキ100個のプレゼントがあ
りました。
　これは、南風原高等支援学校の2年生が食品加工の授業に
て制作したものです。生徒を代表して、大城隼人さんは｢心を
込めたのでとても美味しいと思う、甘いハッピーな気持ちに
なれば嬉しい｣、与那嶺歩さんは｢大変だったけど、子どもたち
に喜んでもらえたら嬉しい｣とコメントしました。

　名古屋グランパスの南風原町春季キャ
ンプ10周年を記念し、2月23日の愛知県
豊田スタジアム開幕戦で観光PRを行い
ました。赤嶺町長、琉球絣の女王、はえる
んによるピッチでのPRタイム、はえばる
良品や琉球絣の小物、限定グッズ等があ
たるガラポン抽選会、町紹介ブース、商工
会ブースを設け、約3万7千人の来場者へ
南風原町の魅力を発信しました。

寄 付 寄 贈
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図書館だより

いつでも、どこでも
読める電子図書館

電子図書館
ホームページ

電子図書館
申し込みについて

生地の譲渡・交換会 貝のお話と貝殻標本作り

▶場　所：はえばるエコセンター
▶料　金：無料　▶定　員：15人　　
▶対　象：出品は南風原町民限定　
▶申込み：電話か来店　　　　　　

▶日時：４月15日（月）10：00～
　　       18日（木）16：00

　家で眠っている生地を誰かに使って欲しい、という声を受け
生地の譲渡・交換会をすることにしました。出品は34×46×高
さ40ｃｍまでの箱に入る量まで。未使用の布に限ります。

▶場　所：はえばるエコセンター
▶料　金：300円
▶定　員：6人
▶申込み：電話か来店
▶対　象：南風原町民優先、小学生以上
　　　　  (先生のお話を聞ける人)　

▶日時：４月４日（木）
 10：00～12：00

貝について学んだあと貝殻標本を作ります。

　着なくなった制服を後輩のた
めに寄付しませんか？
　寄付は洗濯とアイロンがけを
してできるだけシワのない状態
でお持込み下さい。
　譲渡希望の方は欲しいサイズ
を明確にした上でご来店下さい。

リユース制服寄付＆譲渡

▶場　所：はえばるエコセンター
▶料　金：無料　▶申込み：電話か来店。
▶対　象：南風原町民優先。ミシンの基
　　　　本 的な操作ができる方のみ。

▶日時：４月23日（火）
　　　　10：00～16：00
       ※1時間単位の予約枠を設けます。

　エコセンターのミシン2台を開放します。お直しやリメイク、
ハンドメイドを楽しみませんか？黒と白以外の糸が必要な方は
持参してください。※縫い物を教える会ではありません。

ミシンDay!

えばる
【問】 はえばるエコセンター　☎889-4425

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 参加受付中 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
は コセンターエ よりだ
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【問】南風原町立図書館　☎889-6400

開館時間／10：00～19：00（土日17：00まで）
休館日／毎週火曜日、第４木曜日、祝日

都合により受入れが遅れる場合があります(詳しくは図書館まで)
４月受入予定図書
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な
い
、暮
ら
し
の
場
だ
っ

た
井
戸
や
ク
ム
イ
は「
危
険
な
場
所
」と
し
て
埋

め
戻
さ
れ
た
り
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
た

り
と
徐
々
に
形
を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。一
方

で
、今
で
も
地
域
の
年
中
行
事
で
拝
ま
れ
る
井
戸

や
古
い
伝
説
が
残
る
井
戸
な
ど
、大
切
に
さ
れ
て

い
る
場
所
が
町
内
各
所
に
あ
り
ま
す
。

　
水
は
、暮
ら
し
だ
け
で
は
な
く
産
業
に
も
大

き
く
関
わ
り
ま
し
た
。純
農
村
だ
っ
た
南
風
原

で
は
、農
業
を
す
る
た
め
に
水
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。現
在
も
毎
年
夏
に
各
字
で
行
わ
れ
る
綱
曳

き
は
、雨
乞
い
と
豊
作
を
願
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、南
風
原
の
特
産
品
で
あ
る
琉
球
絣
も
染

色
の
工
程
で
大
量
の
水
が
必
要
で
す
。新
川
で

盛
ん
だ
っ
た
豆
腐
づ
く
り
で
も
水
の
確
保
に
苦

労
し
た
よ
う
で
す
。

　
水
は
恵
み
で
も
あ
り
ま
す
が
、と
き
に
は

人
々
の
暮
ら
し
を
脅
か
し
ま
す
。か
つ
て
宮
平

川
は
大
雨
の
度
に
氾
濫
し
、家
屋
の
浸
水
、農
作

物
へ
の
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。通
学
路
も
冠

水
す
る
た
め
、学
校
が
休
校
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。そ
こ
で
、今
か
ら
50
年
前
の
１
９
７

４（
昭
和
49
）年
、宮
平
、兼
城
の
住
民
は
水
害
防

止
村
民
総
決
起
大
会
と
デ
モ
行
進
を
行
い
、水

害
対
策
の
早
期
実
現
を
県
や
政
府
に
強
く
要
求

し
ま
し
た
。デ
モ
に
は
、大
雨
の
度
に
学
校
へ
通

え
な
く
な
る
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、戦
後
、水
と
の
付
き
合
い
方
は

大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。最
近
は
断
水
す

る
こ
と
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、先
人
達
の

苦
労
に
感
謝
し
つ
つ
、大
切
に
使
っ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

（
前
城
）

文
化
の
泉

■ 

南
風
原
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　☎8
8
9

-

7
3
9
9

問

南
風
原
と﹁
水
﹂

No.51

南風原町在住の方優先で、エコを身近に感じられる体験を毎月開催しています。
申込みはエコセンターへ来店、または電話にて予約ください。
※各講座の詳しい持ち物・注意事項は予約の際にお伝えします。

・60分でわかる！電帳法＆経理DX超入門／土屋裕昭

・痛みが消えてずっと歩ける100年ひざ／巽一郎

・下水道のサバイバル１／ポドアルチング

・ドラえもん探求ワールド　漢字のひみつ？／藤子・F・不二雄

・諦めない心、ゆだねる勇気／三浦雄一郎

・育休夫婦の幸せシフト制育児／芳田みかん

・となりのナースエイド／知念実希人

・ちいるるぶ 石垣･宮古･竹富島・西表島’25／JTBパブリッシング

図書館利用案内
図書館では、本を無償で貸出ししています。
従来の図書館（紙の本）と電子図書館の両方があります。

対　　象：南風原町内に在住、在勤、在学の方
必要書類：住所、本人確認のできるもの
 （免許証・住民票・保険証・学生証等）
 ※在勤の方は、保険証に会社名表記のあるもの
 　や社員証などの在勤を証明できるものが必要
 　です。

紙の本の貸出冊数：5点、貸出期間：2週間
電子図書館貸出冊数：3点、貸出期間：2週間

電子図書館は年中無休、24時間ご利用いただけ
ます。

『ウィッシュ』
編：講談社、構成・文：小宮山みのり

ピックアップ図書

ボランティアにご協力いただけるかたは、ぜひお電話ください。学校応援隊はえばる 【問】 南風原中央公民館　☎889-0568

「認知症サポーター養成講座」
　４年生の福祉学習で講師
をお招きし、認知症について
のお話を聞きしました。脳の
働きや、自分達ができるサ
ポートについて学びました。
　「認知症の症状や対応のし
かた①驚かせない②急がせ
ない③心を傷つけないなどが
あることも分かりました」と
児童から感想がありました。

北丘小学校４学年
津嘉山小学校４学年

令和５年11月22日
令和６年２月21日

南星中学校２学年 令和６年２月26日

　町社協職員、医療法人社団輔仁
会、社会福祉法人千尋会の職員の
みなさんに協力してもらい、車い
す介助体験を行いました。
　車いす開閉の方法、介助のポ
イントを聞き、体験した児童は
「車いすは段差や方向転換が
思っていたより難しかった。手
伝ってもらうことでできた。
　困った人がいたら、授業で
学んだことを思い出して助けて
あげたい」と感想がありました。

南風原小学校４，５学年 令和６年１月24，25日翔南小学校３学年 令和６年１月18日
「車いす介助体験」

　4、5年生を対象に箏
の鑑賞会を行いました。
　箏の演奏以外にも、
箏の歴史や奏法など
も丁寧に教えていた
だき充実した授業に
なりました。児童から
は「いろいろな奏法が
あり、音色がとてもき
れいでした」と感想が
ありました。（左から）新嘉喜周子さん　田本政子さん

「箏の鑑賞会」

たも と まさ こしん が き ちか こすな かわ あつし

きん じょう じゅん いち きん じょう まさ み
たましろ なお み

車いすの扱い方を説明する
医療法人社団輔仁会 砂川厚さん

介護の相談窓口すずかぜ
（左から）金城淳一さん　金城昌美さん

県事業担当者と講師 (株)うなぁ沖縄
玉城直美さん(右から２番目)

次世代ワークショップ
「難民～沖縄戦、人の移動から考える平和」

　２学年が沖縄県女性力・平和推進
課の沖縄平和啓発プロモーション事
業「御万人ぴーすふるアクション」に
よる平和学習を行い、世界で起こっ
ている難民問題や、沖縄戦当時の読
谷村のガマに隠れた戦争避難民の
シュミレーションを通して、自分な
らどうするか？を考えました。
　最後に「平和とは何か？」と講師に
問われた生徒たちから「平和とは義務
教育、未来」等の声があがりました。

　ロサス王国は、どんな願いも叶うと言
われている、しあわせの国。
　ロサスで暮らすアーシャは、ある日、
王様の秘密を知ってしまいます。
　みんなのために、アーシャが星に願い
をかけると、空から星がやってきて・・・

宮平区内をデモ行進する住民たち



　　
本
町
教
育
委
員
会
に
お
け
る
大

規
模
校
や
過
大
規
模
校
に
お
い
て

は
そ
の
規
模
が
し
ば
ら
く
は
継
続

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、学
校
運

営
面
へ
の
影
響
が
生
じ
る
恐
れ
も

あ
る
こ
と
か
ら
、そ
の
取
り
組
み

に
お
い
て
は
優
先
順
位
を
検
討

し
、段
階
的
な
適
正
規
模
・
配
置

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
実
施
時
期
を
検
討
す
る
対
象

校
に
つ
い
て
10
年
程
度
先
の
想
定

さ
れ
る
学
校
の
状
況
を
鑑
み
、短

期
的
な
取
り
組
み
と
中
期
的
な
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

（
１
）短
期
的
な
取
り
組
み

　
学
校
規
模
の
適
正
化
に
向
け
て
、

通
学
区
域
見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。

（
２
）中
期
的
な
取
り
組
み

校
舎
の
増
改
築
な
ど
に
つ
い
て
は

相
応
の
期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

行
財
政
運
営
と
の
調
整
を
図
り
な

が
ら
、中
期
的
に
取
り
組
み
を
お
こ

な
い
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
基
本
方
針
書

や
、概
要
書
で
確
認
で
き
ま
す
。

　
学
校
教
育
を
行
う
上
で
、適
正

な
学
校
規
模
を
確
保
す
る
こ
と
は
、

児
童
生
徒
の
良
好
な
教
育
環
境
の

維
持
や
教
員
の
指
導
体
制
の
充
実

だ
け
で
な
く
、学
校
を
円
滑
に
運

営
す
る
た
め
に
も
重
要
で
す
。将

来
に
わ
た
っ
て
、児
童
生
徒
の
良

好
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、児
童
生
徒
数
を
予
測
し
適

正
な
学
校
規
模
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
児
童
生
徒
数
の
推
計
結
果
を

み
る
と
、区
画
整
理
事
業
の
影
響

も
あ
り
令
和
5
年
以
降
も
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、児
童
数（
小

学
生
）は
令
和
10
年
頃
、生
徒
数

（
中
学
生
）は
、令
和
15
年
頃
に
、

そ
れ
ぞ
れ
ピ
ー
ク
を
迎
え
、共
に
そ

の
後
減
少
に
転
じ
る
と
予
測
さ
れ

ま
す
。

　
現
在
の
通
学
実
態
や
交
通
事

情
、地
形
等
を
踏
ま
え
て
、適
正
な

通
学
距
離
の
範
囲
を
定
め
、適
正

な
学
校
規
模
は
、学
校
規
模
の
大

小
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

町
立
小
中
学
校
と
将
来
予
測

学
校
規
模
適
正
化
の
方
針
と

　学
校
適
正
配
置
の
必
要
性

適
正
な
通
学
距
離
・
適
正
な

　学
校
規
模

学
校
規
模
の
適
正
化
を
図
る

　手
法
の
実
施
方
針

　
本
町
教
育
委
員
会
で
は
学
校
規
模
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
手
法
の
実
施
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　
既
存
施
設
の
状
況
や
各
学
校
規
模
を
踏
ま
え
た
配
置
状

況
な
ど
を
考
慮
し
対
応
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
ま
す
。

実
施
時
期
の
基
本
手
順

や
本
町
の
実
態
を
踏
ま
え
て
定
め

ま
し
た
。さ
ら
に
学
校
規
模
区
分
を

設
け
適
正
化
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　推計結果で児童（小学生）は減
少する見込みです。しかし、学校
別の推計結果では、津嘉山小学
校の児童数は令和25年まで増
加し続ける予測となっていま
す。生徒（中学生）の南風原中学
校は、令和10年以後は減少傾
向、南星中学校は令和15年まで
増加傾向で、その後令和25年ま
では横ばいに推移することが予
測されます。

町教育委員会では、教育環境の維持向上を図り、子どもたちにより良い教
育環境づくりに取り組んできました。この度、児童生徒数の推移や各小中
学校の学校規模などについて審議し、町立小中学校の学校の規模適正化・
適正配置の方向性を示す「南風原町立学校適正規模・適正配置に関する基
本方針」を策定しました。

町教育委員会では、教育環境の維持向上を図り、子どもたちにより良い教
育環境づくりに取り組んできました。この度、児童生徒数の推移や各小中
学校の学校規模などについて審議し、町立小中学校の学校の規模適正化・
適正配置の方向性を示す「南風原町立学校適正規模・適正配置に関する基
本方針」を策定しました。

12vol.551　2024.4.1　広報はえばる13 広報はえばる　2024.4.1　vol.551



おかげ様で創業43年
！

不動産売買・管理・賃貸・相続支援コンサル不動産売買・管理・賃貸・相続支援コンサル
不動産のことなら．．．

889-4013
土曜・祝日営業中!!

1,610

お し ら せ 「募集」「イベント」「お知らせ」など暮らしに役立つ情報をお届けします。
南風原町役場　☎098-889-4415（代表）　〒901-1195 南風原町字兼城686

【問】国保年金課　健康づくり班（ちむぐくる館）☎889-7381
健康の秘訣は早期発見・早期治療

人間ドックについて

健診を受けることで、生活習慣病や病気の早期発見・生活改善に繋がります。大切な人のためにも健診を受けましょう。

▶種　　類 一般健診（20歳～39歳まで）
特定健診（40歳以上）
長寿健診（75歳以上）

▶対　　象 ４０歳以上の方

▶必要書類 保険証、特定健診（長寿健診）受診券、
がん検診受診券

集団健診について

▶料　　金 無料  ※一般・特定・長寿

健康診査 がん検診  補助合計額
7,271円 + 9,900円 =  17,171円

▶必要書類 保険証､特定健診受診券､
がん検診受診券または
40歳未満受診券､
長寿受診券（75歳以上の方）

▶予　　約 沖縄県健康づくり財団
☎889-6492
（平日 8:30～12:00､
  13:00～16:00）

▶予　　約 以下指定医療機関へ直接電話予約

40歳以上の国保加入者には
おこめ券をプレゼント

人間ドックへの一部補助を行っています。

※社会保険等の方は、がん検診分のみが補助対象ですが、
　町補助か医療保険補助かどちらかの補助適用となります。
　重複で補助を受けることはできません。

（例）人間ドック（特定健診＋がん検診＋その他）の場合

健診日 電話予約日 受付時間 健診会場

 5 月28日

 6 月25日

 7 月24日

 8 月 4 日

 8 月27日

 9 月10日

10月 9 日

10月27日

11月19日

12月14日 

 1 月26日

火

火

水

日

火

火

水

日

火

土

日

4/25(木)・4/26(金)

5/27(月)・5/28(火)

6/17(月)・6/18(火)

7/4(木)・7/5(金)

7/22(月)・7/23(火)

8/5(月)・8/6(火)

8/22(木)・8/23(金)

9/24(火)・9/25(水)

10/7(月)・10/8(火)

10/31(木)・11/1(金)

12/19(木)・12/20(金)

8:30～10:00

8:30～10:00

○

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

胃がん
検診

18:00～19:30
★ナイト健診★

ちむぐくる館

2025年

　　医療機関名

沖縄県健康づくり財団

沖縄第一病院

南部徳州会病院

与那原中央病院

とよみ生協病院
豊見城中央病院附属
健康管理センター

那覇市立病院健診センター

ハートライフ病院
アドベンチスト
メディカルセンター

電話番号

889-6792

889-1114

998-0309

945-8101

850-9003

852-2000

884-5106

0120-123-026

946-2844

検査料金

29,700円

30,000円

33,000円

30,000円

32,010円

44,000円

33,000円

33,000円

29,685円

補助金額

約17,000円

自己負担額
（目安額）

約12,700円

約13,000円

約16,000円

約13,000円

約15,000円

約27,000円

約16,000円

約16,000円

約12,700円

令和６年度は、対
象地区を設定し
ていません。ご都
合のいい日程で
受診可能です。

４月１日(月)から
※予算上限に達し次第申請終了となります。

❶ 施術を受ける方の保険証
❷ 来課する方の身分証明書

令和７年３月31日(月)

役場１階　国保年金課（5番窓口)

▶申請開始日

▶対　　象

▶必要書類

▶受付場所

▶施術利用券有効期限

　南風原町の指定を受けた施術所に限り、1回800円の助成を行います。
　施術利用券は、1人につき年度内で6枚までの交付となります。

　旧主要戦域となった陸上及び遺骨収集の望めない海上等にお
ける戦没者、又は旧ソ連・モンゴル地域において抑留中に死亡し
た者を対象として、慰霊巡拝を行います。 （政府による事業です）

4月1日（月）～30日（火）▶期　　間

▶日　　時

実施地域によって締め切りが異なります。
詳しくは、南風原町こども課援護担当へお電話ください。
▶申 込 み

税務課 （役場２階）▶場　　所

固定資産税の納税義務者
または納税管理者、代理人
（代理人の場合は委任状が必要）

※本人確認のためマイナンバー
　カード等を持参して下さい。

▶対　　象

●費用
　遺族の方の旅費合計額の概ね３分の１程度が補助金として支
　給されます。 ※介助者に対しての支給はありません。

●参加資格
　慰霊巡拝を行う戦域における戦没者の配偶者（再婚した者を
　除く。）、父母、子、兄弟姉妹、参加遺族（子・兄弟姉妹）の配偶者、
　戦没者の孫、戦没者の甥・姪であること。

●実施地域名
　① カザフスタン共和国 ② 東部ニューギニア ③ モンゴル国
　④ インドネシア ⑤ 北ボルネオ ⑥ ソロモン諸島 ⑦ ウズベ
　キスタン共和国 ⑧ フィリピン ⑨ 硫黄島 ⑩ マリアナ諸島

　縦覧制度は、納税者の方が自分の固定資産（土地・
家屋）の評価額について、周辺の固定資産（土地・家
屋）の評価額と比較して、自分の固定資産の評価額
が適正であるかどうか確認するための制度です。

❶ 南風原町の国民健康保険加入者または後
期高齢者医療保険加入者

❷ 国民健康保険税・後期高齢者医療保険料に
滞納のない方

❸ 現在、医療機関等で治療を受けていない方
❹ 保険対象の施術（はり・灸・あん摩マッサー
ジ・柔道整復）を受けていない方

❺ 末梢神経疾患または運動器疾患等による
症状のある方

令和６年度はり・灸・あん摩マッサージ
施術利用券の交付が始まります
【問】 国保年金課　☎889-1798

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧
【問】 税務課資産税班　☎889-4413

令和6年度  慰霊巡拝の実施について
【問】 こども課　☎889-7028

　高齢者を対象にしたフレイル予防の運動教室で
す。イスに腰掛けてのストレッチや自重運動を中心
にミニダンベルやミニボール等を使用して筋力・持
久力・バランス能力の低下を防ぎましょう。

❶ 電話で申込み（仮受付）後、保健福祉課窓口（役場
　 2階）にて健康確認を行い、受付ます。　　　　　
❷ 申込み多数の場合は初めて参加する方を優先い
　 たします。定員に達しだい、募集を締め切ります。

5/7～7/9　毎週火曜日　全10回
14時30分～15時00分

▶場　　所 ちむぐくる館健康増進室

▶料　　金 無料

▶対　　象 町内在住の65歳以上で介護保険の
認定を受けていない方。全日程に
参加可能な方。

▶申込方法・申込期間
4月15日（月）～4月26日（金）

▶定　　員 5人

フレイル予防ミニ運動教室
参加者募集
【問】 保健福祉課　☎889-4416

14vol.551　2024.4.1　広報はえばる15 広報はえばる　2024.4.1　vol.551



広報はえばる　2024.4.1　vol.55117 vol.551　2024.4.1　広報はえばる 16

　今年も4月から南風原町体育大会　球技大会が始まり
ます。皆様のご参加をお待ちしております。
4月下旬　サッカー　バドミントン　野球
5月上旬　野球決勝　ソフトテニス
5月下旬　剣道　ソフトボール
6月上旬　バスケットボール　ボウリング　
6月下旬　バレーボール　ハンドボール
7月上旬　ゴルフ
7月下旬　卓球

※参加希望の方は、お近くの自治会へお問い合わせ
　下さい。
※柔道、相撲への参加ご希望の方は、体育協会まで
　ご連絡ください。
※競技スケジュールは決定次第、ホームページでご
　案内します。

町体育大会(夏季大会）始まります！
【問】 南風原町体育協会　☎：867-3101【問】 南風原町観光協会　☎：851-7273

　こいのぼり作りや子ども達によるダン
ス、はえるんと写真撮影、クイズ大会、キッ
チンカーなど楽しいこと盛り沢山！

はえばる春フェスタ

ろ
う
き
ん
で
の
窓
口
納
付

が
終
了
し
ま
す

　
令
和
６
年
４
月
よ
り
、沖
縄
県
労
働
金
庫
の
店

舗
窓
口
で
は
、南
風
原
町
の
税
金
や
保
育
料
、使

用
料
等
の
納
付
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
お
手
持
ち
の
納
付
書
に
納
付
場
所
と
し
て
沖

縄
県
労
働
金
庫
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

４
月
１
日
以
降
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
は
、引
き
続
き
ろ
う
き
ん
口
座
も
対

応
し
て
お
り
ま
す
。

町
税
等
の
納
付
は
、口
座
振
替
が
便
利
で
す
。ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
】 

会
計
課

　
　 ☎
8
8
9

-

2
6
0
7

高
校
育
英
貸
与
奨
学
生
、高
等

学
校
貸
与
奨
学
生
及
び
修
学

支
援
奨
学
生
募
集

対
象

①
高
等
学
校
等
、ま
た
は
専
修
学
校
高
等
課
に
在

　
学
し
て
い
る
生
徒

②
沖
縄
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟

※
①
及
び
②
の
条
件
を
満
た
す
者

申
込

出
願
書
類
を
学
校
か
ら
受
け
取
り
、学
校
が
定
め

る
提
出
期
日（
概
ね
４
月
上
旬
〜
中
旬
頃
）ま
で

に
学
校
へ
提
出

問
い
合
わ
せ

在
学
し
て
い
る
学
校
の
奨
学
金
担
当
者

【
問
】 （
公
財
）沖
縄
県
国
際
交
流
人
材
育
成
財
団

　
　 ☎
9
4
2

-

9
2
1
4

育
英
資
金
貸
与
生
募
集

　
南
風
原
町
育
英
会
で
は
、大
学
や
専
門
学
校
に

進
学
す
る
方
へ
の
貸
与
を
行
っ
て
い
ま
す
。詳
し

く
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
い
た
だ
く
か
、

南
風
原
町 

育
英
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象

❶
南
風
原
町
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を
有
す
る
者

　
の
子
ど
も

❷
学
校
基
本
法
に
定
め
る
大
学
、短
大
、大
学
院

　
な
ど
に
在
学
す
る
方

　
※
専
門
学
校
や
国
外
校
、留
学
が
対
象
に
な
る

　
　
場
合
も
あ
り
ま
す

❸
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
方

❹
貸
与
し
た
育
英
資
金
の
返
済
を
確
実
に
行
え

　
る
方

入
学
準
備
金

50
万
円
以
内（
1
回
限
り
の
貸
与
）

貸
与
金
額（
月
額
）

◎
県
外
、国
外
の
大
学
等
に
在
学
す
る
方

　
5
万
5
千
円
以
内

◎
県
内
の
大
学
等
に
在
学
す
る
方

　
4
万
5
千
円
以
内

申
込
み：4
月
21
日（
日
）ま
で

【
問
】 

南
風
原
町 

育
英
会

　
　 ☎
8
8
9

-

2
6
2
0

進
学
応
援
奨
学
金

　
一
般
財
団
法
人
南
部
振
興
会
育
英
事
業
で

は
、南
部
市
町
村
の
優
秀
な
学
生
に
対
し
て
奨

学
金
を
無
利
息
に
て
貸
与
し
て
お
り
ま
す
。詳

し
く
は
南
風
原
町
育
英
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

貸
与
金
額（
月
額
）

◎
県
外 

５
万
円
　
◎
県
内 

４
万
円

申
込
み
：
4
月
12
日（
金
）ま
で
に

南
風
原
町
育
英
会
へ
書
類
を
提
出

【
問
】 

南
風
原
町 

育
英
会

　
　 ☎
8
8
9

-

2
6
2
0

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
#
1
8
8
）の
ご
案
内

　
日
常
生
活
に
お
い
て
、商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル（
消
費
生
活
問
題
）な
ど
で
お
困

り
の
際
は
、全
国
ど
こ
か
ら
で
も
つ
な
が
る「
消

費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。最

寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
消
費
生
活
相
談

窓
口
に
つ
な
が
り
、専
門
の
相
談
員
が
ト
ラ
ブ
ル

解
決
を
支
援
し
ま
す
。

　
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
、訪
問
販
売
・
通
信
販

売
等
の
事
業
者
と
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
等
、消
費
者

問
題
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
の
で
、少
し

で
も
お
か
し
い
な
と
感
じ
た
場
合
は
、お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

料
金
：
無
料

問
い
合
わ
せ
先
：
１
８
８

お
知
ら
せ

農
地
か
ら
の
土
砂
流
出

防
止
対
策
等
の
お
願
い

　
農
地
か
ら
流
出
し
た
土
砂
が
道
路
や
水
路
、河

川
へ
流
出
し
た
こ
と
が
原
因
で
、排
水
機
能
が
損

な
わ
れ
、大
雨
の
際
に
冠
水
被
害
が
発
生
す
る
事

例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
土
地
の
所
有
者（
管
理
者
）の
皆
さ
ま
に
は
、適

正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
や
む
を
得
ず
、土
砂
が
道
路
や
水
路
へ
流
出
し

た
場
合
は
速
や
か
に
土
砂
の
撤
去
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
】 

都
市
整
備
課

　
　 ☎
8
8
9

-

1
6
3
2

自治会
連絡先一覧

沖
縄
米
軍
施
設・区
域
内
大
学（
基
地

内
大
学
）就
学
者
の
募
集
に
つ
い
て

　
国
際
化
時
代
に
対
応
が
で
き
、か
つ
本
県
の
振

興
を
担
う
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、本
県
に
あ

る
米
軍
施
設・区
域
内
大
学
へ
の
修
学
希
望
者
を

募
集
し
ま
す
。

　
４
月
に
募
集
が
始
ま
り
、８
月

中
旬
頃
に
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。詳
し
く
は
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
】 （
公
財
）沖
縄
県
国
際
交
流・

　
　
　
　
　
　人材
育
成
財
団
奨
学
課

　
　 ☎
9
4
2

-

9
2
1
3

　

第3次地域福祉推進計画（ちむぐくるプラン）を
策定しました

　住民の皆さまとともに、行政、町社会福祉協議会、関係団等が協働し、地域に根ざ
した支え合いのまちづくりを進めて行くための指針として、第3次地域福祉推進
計画（ちむぐくるプラン）を策定しました。
　計画の期間は令和6年度から令和10年度までの5年間です。

【問】 こども課　☎：889-7028

【夜開催】手話奉仕員養成講座入門編受講生募集
　聴覚障がいや、聴覚障がい者の生活及び関連する福祉制度等についての理解と認識を深めるとともに、手話で日常
会話を行うに必要な手話語彙及び手話表現技術を習得します。

【問】 保健福祉課障がい者福祉班　☎：889-4416

日　　時 入門編:5月8日～（毎週１回／計39回） ※各回水曜日の19時から21時　

日　　時

日　　時

場　　所

対　　象

定　　員

申込方法

料　　金

場　　所

料　　金

対　　象

定　　員 申込方法

南風原町、南城市および八重瀬町（各会場13回) ※南城市、八重瀬町、南風原町の3市町合同による講座実施です。
無料（テキスト代およびインターネット教材代として約6,000円程度負担あり）
①～②を満たす方　①町内に在住、在勤、在学の方　②令和7年4月～令和8年2月開催予定の基礎編講座も受講可能な方
10名 4月23日(火)午後5時まで右のQRまたは窓口にて申込み

　

能登半島地震被災地復興支援イベント YOGA for NOTO 後援：沖縄タイムス社

　このチャリティヨガイベントが被災された皆様の復興支援の一助になることを願っております。当日の収益は全
額、南風原町を通して石川県庁へ義援金として寄付いたします。被災された皆様の安全と一日も早い能登半島地方の
復興を心よりお祈り申し上げます。

【問】 YOGA for NOTO 2024 実行委員会

4月27日(土）7:00～8:30(受付6:30～）

料　　金 無料（お気持ち募金お願いします）

定　　員 50人限定（駐車可能、定員に達しだい締め切ります）

指導インストラクター 高良ジュンコ、高良康雄 他予定
申込期間 4月10日（水）～21日（日）

そ の 他 ヨガマット、飲料水等は持参。雨天の場合中止。

申込方法 070-5691-8581へ「参加者氏名、居住中の市町村名、電話番号」を
ショートメールでお送り下さい。

対　　象 南風原町民及び近郊市町村の方

場　　所 南風原町役場町民広場（庁舎建物前芝生スペース）

　

ペアレント・プログラムに参加してみませんか？
　子育てに難しさを感じる保護者を対象に、子どもの“得意なこと”や“苦手なこと”を『行動』で理解し、より良い親子
のコミュニケーションを育てる方法を学ぶ全6回の講座です。
参加者同士の話し合いを通して、楽しく子育てをするポイントを学ぶきっかけや、子育ての仲間を見つける機会につ
なげます。

【問】 保健福祉課障がい者福祉班　☎：889-4416　　こどもセンターゆいまわる　☎：851-7897

全6回（5月17日、5月31日、6月7日、6月28日、7月12日、7月26日） ※各回金曜日14時～15時30分
南風原町中央公民館2階　第1・2研修室
◎南風原町在住の３歳児～低学年（小学校１・2年生）の子どもの保護者。
◎子育てに難しさを感じており、継続した全6回のプログラム受講が可能な方。
(※託児も相談に応じます。ただし、定員に限りがあるので申込多数の場合はお断りすることがあります。)

無料

10人(※定員を超える申し込みがあった場合は、選考により参加者を決定します)
郵送、電話、FAX、メール、QRコード  【申込期間】4月24日(水)まで

日　時 4月28日（日） 11：00～16：00
場　所 南風原町役場　町民広場
駐車場 かすり会館前駐車場、

祈和の塔駐車場
※詳細は、観光協会ホームページにて随時更新



❶人件費の状況（令和４年度普通会計決算）
歳 出 額
人 件 費
人件費率

17,524,321千円
2,323,471千円

13.26%

❸職員手当の状況

期末手当
2.45ケ月分

勤勉手当
1.95ヶ月分

期末•勤勉手当 

❺職員の初任給の状況 
大学卒

185,200円
高校卒

154,600円

❼職員数状況と増減理由

一　般　行　政
教　育　部　門
公営企業等会計
合　　計

部　門 区　分 令和5年度 対前年比
147
61
16
224

令和4年度
141
61
15
217

6
0
1
7

❻特別職の給料•報酬などの状況（令和5年4月1日現在）

❹職員給与の状況（令和４年度普通会計決算）

給料•職員手当•期末勤勉手当 1,053,944千円
給与費（職員数202人）

住居手当(国と同じ支給額)

配 偶 者  6,500円
父母など  6,500円

子 10,000円
16～22歳の子 5,000円加算

支給総額     58,311千円 職員一人あたり     306千円
時間外勤務手当（令和４年度支給額）

❷職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（令和5年4月1日現在）

平均給料月額
308,393円

平均給与月額
337,762円

平均年齢
40.4 歳

一般行政職

区　　分 給料月額 期末手当
町　　　長

副　町　長

790,000円

645,000円

教　育　長 604,000円

支給率 自己都合

定年前早期退職特例措置
2%～20%加算

勧奨•定年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

その他加算措置

28.0395ヶ月分
39.7575ヶ月分
47.7090ヶ月分

33.2708ヶ月分
47.7090ヶ月分
47.7090ヶ月分

退職手当（国と同じ)

通勤距離
2 km以上の職員

距離に応じて
2,000円～31,600円

通勤手当

※詳しくはホー厶ページ上で公表いたします。

※3.3月分
※加算措置あり

区　　分 報酬月額 期末手当
議　　　長
副　議　長
常任委員長
議　　　員

350,000円
290,000円
272,000円
263,000円

※3.3月分
※加算措置あり

※令和元年度より町長・副町長・教育長の給料を減額支給しています。

南風原町職員の給与について

給与・定員管理について

扶養手当

限度額　  28,000円

～町民の皆さまに職員の給与についてご理解いただけるよう、その内容をお知らせします～

（令和5年4月1日現在）（国と同じ）

(令和４年度支給割合)(国と同じ支給率)

(令和5年度)(国と同じ支給額)

※カッコの中は3月末時点の役職、部署名です。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 退　　職（３月31日付け）

【部長職】
（経済建設部長） 金城　克彦

【課長職】
（まちづくり振興課長）
（都市整備課長）

仲里　　明
与那嶺　豊

【課長職】
まちづくり振興課長
（まちづくり振興課計画・建築班長）
都市整備課長
（都市整備課公園整備班長）
区画下水道課長
（区画下水道課下水道班長）

（区画下水道課長）

野原　義幸

大城　勝人

中村　太一

【部長職】
経済建設部長

令和６年３月定例会で、議会の同意を受け、
仲村渠久司氏が再任しました。
任期：令和６年４月１日～令和10年３月 31日山城　　実

南風原町役場（４月１日付け人事異動） 町教育委員会

那覇市銘苅1丁目10番8号  電話（098）869-8131
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